
いつかは必ず正義が勝つ（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

　２００８年、秋葉原連続無差別殺傷事件が起きた年。全国各地で大量の派遣切りが行われた。大企業にとって、派遣など非正規労働者は
雇用の調整弁であり、景気後退局面で予定どおり切り捨てられた。その結果、仕事と住まいを同時に失い、明日生きるのも困難な人が各地
で続出した。２００９年９月、労働者派遣法の「抜本」改正を公約に掲げた新政権が誕生した。しかし、約束は違えられ、政権が変わっても
「抜本」改正は行われていない。

　２０１１年、福島第一原発が爆発し放射線で広大な地域が汚染された。多くの人の生活が根こそぎ破壊され人々の健康や命が危機に曝さ
れている。事故から１年もたたず、事故の検証さえ終わっていない。それなのに、一部原発は再稼働し、原発を推進してきた政治家も、原
子力安全委員会の長も、誰も事故の責任をとらない。さらに驚くべきことに、テレビに映る国会議員は、当然のように原発を海外へ輸出す
べきと主張し、政府も、その方針で動いている。

　人の働き方や生活より利益を追求することが大事だ。経済のため、利益獲得のためであれば、毒でも凶器でも売っていい。こんな不正義
がまかり通る国は、いくらがんばっても変わっていかないのだろうか。

　そんな思いに沈んだとき、たまたまネットで、中村和雄さん（日弁連貧困問題対策本部の仲間で２月の京都市長選に立候補予定）が信条
とする言葉を目にし、気持が前に向いた。「いつかは必ず正義が勝つ。」。２０１２年、そう信じて、一歩一歩進んで行きたいと思う。

自殺大国を走る（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

　今、この日本では、12年連続で年3万人以上、1日90もの人が自殺によって命を失っています。自殺率は先進国中、ワースト1です。
自殺対策として、埼玉では、昨年から、行政と民間が連携して、「暮らしとこころの総合相談会」を毎週開催しています（木曜15時～
ジャック大宮5階）。

　この相談会参加団体の有志で企画し、12月10日、11日、県内横断・みんなで自殺をなくすリレーマラソンを敢行しました。快晴の
中、正午に、秩父椋（むく）神社をスタートしました。椋神社は、明治時代、借金や貧困に喘ぐ農民が秩父困民党を立ち上げて蜂起した場
所です。秩父から、36区間、85キロ、参加者50人、1区間2人～10人が併走し、延べ100人が、たすきをつなぎ、「みんなの力
を合わせて自殺をなくそう。」と自殺防止を訴えながら走り、翌日の昼にさいたま新都心にゴールしました。新聞を見て応募した人や、小
学生、中学生、町役場の人も走り、私も、割り当てられた9区間、20キロを何とか走り抜くことができました。沿道からはたくさんの応
援をもらいました。
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　このリレーマラソンの企画や準備の中心を担って支えたのは多重債務の被害者である夜明けの会の人たちです。ランナーの中には、元路
上生活の人もいます。この企画を知ったある男性からは次のような連絡をもらいました。少し前に友人を自殺でなくした。自分に何かでき
たのではないかと悔やまれて仕方ない。もう友人は戻らないが、今、自分にできることをしたい。今回は都合がつかないが、自分の分も頑
張って走って欲しい。

　こういった人たちの思いが、マラソンに参加した人や応援してくれた人から、リレーマラソンのたすきのように、これからも、次の人へ、
また次の人へとつながれていくと信じています。

原発と派遣切り（弁護士　猪股　正）
弁護士　猪股　正

　埼玉県が福島第１原発からの避難者をさいたまスーパーアリーナに最大５０００人まで収容することを発表したことを受けて、反貧困ネッ
トワーク埼玉のメンバーを中心に、３月１７日、急遽、震災支援ネットワーク埼玉を立ち上げた。翌１８日からアリーナ内での取組を開始
し、相談件数は、１２日間で、生活・法律相談、福祉相談、こころの相談、女性相談など合計１３４９件にのぼり、参加した支援者は、延
べ８３０人を超えた。急ごしらえではあったが、このような活動が可能になったのは、リーマンショック後、派遣切りの横行などによって
仕事と住居を喪失する人が続出するという事態を受けて、様々なメンバーの連携による生活や住居の支援活動を継続してきたからだった。

　原発と派遣切り。これらによって、仕事、住まい、生きがいなど様々なものを喪失した人たち。この２つの人災の背景には同じものがあ
るのではないか。いったい、私たちは何を目指してきたのか。企業の利益や経済の発展に偏り、人間の尊厳を冒す社会を作ってしまったの
ではないか。経済は人間のためのものだ。経済が人間を支配する社会は間違っている。真の復興は、経済の復興ではなく、人間の生存、人
間の尊厳の復興だ。この震災・原発による大災害を機に、一人ひとりの尊厳が守られ、誰もが人間らしく働き生活できる社会になるよう、
支え合いや連帯の意識が広がっている今こそ、私たち一人ひとりが力を尽くすときだと思う。
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